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１．研究目的 

雨水を河川の本川・支川等に排水できないことに起

因して堤内地に雨水が停滞する現象である内水氾濫

は，近年都市部を中心に甚大な被害をもたらしてい

る．水害統計調査より，2006 年から 2013 年における

一般資産被害額に占める内水氾濫による被害額の割合

が，全国では 42.0％であるのに対し，東京都で

63.0％，愛知県で 85.0％，大阪府で 96.5％と大都市で

大きくなっている．よって，水害が頻発する“水害頻

発区域”の分布と特性の解明は今後の治水事業を考え

るに当って重要な問題である． 

中口ら（2018）¹⁾は，内水氾濫による被害額の割合

が最も大きい大阪市を対象として，1993 年～2012 年

の 20 年間の浸水実績を記録した水害区域図を地理情

報システム（以下，GIS とする）データベース化し，

内水氾濫が過去 4 回以上発生している“内水氾濫頻発

区域”を抽出した．そして，“内水氾濫頻発区域”の

もつ特性を解析した結果，周囲よりも傾斜，標高が小

さい地点に分布する傾向があること，道路や鉄道など

の地表面流及び下水道を分断する構造物付近に分布す

る傾向があること，付近に小・中学校が位置している

ケースが多いことを定量的に示した．他方，村山

（1987）²⁾は神奈川県川崎市を水害常襲地とし，戦中

期・高度経済成長期に公的機関が土地条件の悪い川崎

市に進出したことが水害常襲地を形成した要因である

と指摘した．これは，公共性の高い施設は必要性が高

く，財政的問題も加わり土地条件の悪い地域へと進出

したことによるものである． 

 

キーワード 内水氾濫，小・中学校，GIS 

連絡先 〒984₋0052 仙台市若林区連坊 1₋4₋1 宮城県    

 

  

そこで本研究では，高度経済成長期において住居・

産業の整備に伴い人口が増え児童数が急増したことに

着目し，大阪市における内水氾濫頻発区域と小・中学

校（以下，学校と称す）の分布を調べた． 

２．研究方法 

 国土数値情報（国土交通省）³⁾より，学校の位置デ

ータを取得し，公立の学校である 441 校を抽出し

 

図１ 大阪市の設立年代別の学校の分布 

 

た．各学校の設立年を調べ GIS データベース化し，大

阪市における内水氾濫頻発区域と学校の分布を調べ

た． 

３．研究結果 

 図１に大阪市の設立年代別の学校の分布を示す．

1870 年代，1940 年代，1950 年代，1970 年代が他の年

代よりも突出して学校数が多いことが分かった．それ

ぞれの理由として，1870 年代は学制が発布されそれに

基づき学校が続々と建てられた，1940～1950 年代に関

しては，第一次・第二次ベビーブームの時期であるこ

とが考えられる． 
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図２ 大阪市における内水氾濫頻発区域と学校の分布

（上：1870 年代，下：1970 年代） 

 

 図 2 に大阪市における内水氾濫頻発区域と学校の分

布を示す．なお，1940～1950 年代は第二次世界大戦後

で大阪が焼け野原になり，焼けた学校を再建させたこ

とによる新設も多いことが考えられ，1870 年代と

1970 年代とは異なる特性を持っている可能性が推察さ

れることより除外した．赤点は内水氾濫頻発区域，黒

点はそれぞれの年代に設立された学校を示す．1870 年

代は，大阪市の中心に学校がまとまって設立されてい

た．一方，1970 年代は，大阪市の郊外，特に南西部に

多くの学校が新設されてきたことが明らかとなった． 

 一例として，大阪市南西部の学校の設立前後の状況

を，衛星画像⁴⁾を用いて比較した（図 3）．設立前には

主に水田として利用されていた土地に学校が設立され

たことが分かった．水田は重力を利用して水を留める

施設であることから，水が集まりやすい，すなわち水

害リスクの高い地点に位置するといえる．以上のこと

から，大阪南西部の学校は都市が拡大した結果必要と

なり，何らかの理由で水害リスクの高い地点に建設さ

れたものであることが明らかとなった． 

 

図３ 1970 年代の大阪市の旧版地図（上：鶴見区，

下：平野区） 

４．まとめ 

 1970 年代に設立された学校は水害リスクの高い地

点に建設されたものであることが示された．今後，

この結果を検証するために当該区域の学校の調査を

する予定である． 
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